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頭 言巻

　日本小児歯科学会近畿地方会会員の皆さまにおかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申

し上げます。このたび、近畿地方会会長を拝命いたしました花博ささき歯科の佐々木秀和でご

ざいます。歴史ある本会の運営に携わることとなり、その責任の重さを痛感するとともに、皆

さまとご一緒できることを大変心強く感じております。

　私事で恐縮ではございますが、五十代半ばより高校生の息子に誘われ、キックボクシングを

始めました。当初は戸惑いもありましたが、継続する中で新たな学びと成長を実感しておりま

す。この経験から、年齢や環境にかかわらず挑戦し続けることの大切さを改めて認識いたしま

した。この「挑戦することの大切さ」は、今回会長を務めるにあたり、私が心に強く抱いてい

るテーマでもあります。

　私の任期中には、新しい挑戦の　1　つとして、坂田滋大会長のもと近畿・中四国・中部の　3　地

方会合同による第45回近畿地方会大会が神戸市で開催されます。また仲野和彦大会長のもと、

第31回国際小児歯科学会大会が大阪市においても予定されています。いずれも近畿地方会に

とって重要な節目であり、大きな機会でもあります。前任の春木隆伸先生が掲げられた「オー

ル近畿」の理念を継承し、地方会一丸となってこれらの大会を支え、学びと交流の充実した場

となるよう努めてまいります。

　申すまでもなく、学会の発展や大会の成功は、会員の皆さま一人ひとりのご協力なくしては

成し得ません。また若手会員の先生方を含め、誰もが積極的に参加しやすい環境づくりに努め

てまいりたいと存じます。そして、学会活動を通じて得られる学びや交流が、それぞれの臨床

や研究に還元され、ひいては子どもたちの健やかな成長と笑顔につながることを願っておりま

す。会員の皆さま方には、引き続きお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

日本小児歯科学会近畿地方会　会長就任のご挨拶
大阪大学大学院歯学研究科小児歯科学講座 臨床教授　　
医療法人宏陽会花博ささき歯科 院長 佐々木秀和
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世界とつながる　4　日間　― IAPD 2027 大阪大会のご案内

第31回国際小児歯科学会大会（IAPD 2027大阪大会)
大会長　仲野　和彦

　2027年　6　月　2　日（水）から　5　日（土）ま
で、第31回国際小児歯科学会（International 
Association of Paediatric Dentistry：IAPD）
大会が大阪国際会議場において開催されます。
IAPD 大会は、世界最大級の小児歯科国際学会
として、世界各国から多くの小児歯科関係者が
集います。日本開催は36年ぶりとなり、日本小
児歯科学会にとっても大変重要な機会になると
考えております。ぜひ多くの先生方にご参加い
ただき、海外からの参加者をともに歓迎してい
ただければ幸いです。
　大会日程は、　6　月　2　日（水）のプレコングレスに始まり、　6　月　3　日（木）から　5　日（土）午
前まで大会が開催されます。そして同日午後からは、第65回日本小児歯科学会大会（大会長：
島村和宏教授）が始まり、　6　月　6　日（日）午前まで開催されます。今回は、IAPD 大会終了
後、そのまま日本小児歯科学会大会へと続く構成となっており、日本の先生方にも参加しやす
いスケジュールとなっております。
　また、　6　月　4　日（金）夜には、通常の Gala Dinner に代わる特別企画として、　2　つの異なる
スタイルの交流イベントを予定しております。ひとつは、住吉大社で開催する「Gala Dinner
（Traditional Japanese Dinner）」です。歴史と伝統を感じる特別な空間の中、懐石料理のフル
コースを楽しみながら、日本文化に触れつつ
海外参加者との交流を深めていただけます。
もうひとつは、ザ・リッツ・カールトン大阪
で開催する「Gala Party（Dancing Party）」
で、軽食や音楽、ダンスを楽しみながら、よ
りカジュアルな雰囲気の中で海外参加者との
親睦を深めていただける企画です。参加者の
皆様には、日本文化を感じる格式ある交流か
ら、音楽とともに楽しむカジュアルな国際交
流まで、多彩なスタイルで海外参加者との交
流を楽しんでいただける予定です。なお、Gala 
Dinner 終了後には、住吉大社から Gala Party 会場への移動もスムーズに行えるよう準備を進
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めております。もちろん、いずれか一方のみの参加も可能ですので、ぜひ多くの皆様に気軽に
ご参加いただければと思っております。
　さらに、　6　月　5　日（土）夜には Farewell Party を開催予定で、第65回日本小児歯科学会大会
懇親会と同じリーガロイヤルホテルの宴会場を予定しております。国際学会の締めくくりとし
て、日本国内外の参加者が一体となって交流を深められるような企画を準備しております。
　現在、特別講演や各セッションの詳細について最終調整を進めており、近日中に順次発表予
定です。世界の第一線で活躍する研究者・臨床家による最新の知見を共有できる、大変貴重な
機会になるものと期待しております。また、第64回日本小児歯科学会大会（沖縄）の国際シン
ポジウムでご紹介した AI ベースの同時通訳システムを、IAPD 2027大会でも導入予定です。
スマートフォン等を用いて、日本語字幕表示や音声翻訳を利用できる環境整備を進めており、
「英語での国際学会参加に不安がある」という先生方にも、安心して参加いただければと思っ
ております。
　大阪の地で、世界の小児歯科関係者と直接交流できる貴重な機会です。ぜひ多くの皆様にご
参加いただき、IAPD 2027 Osaka 大会をともに盛り上げていただければ幸いです。大阪の地
で、世界の小児歯科関係者を皆様とともにお迎えできることを心より楽しみにしております。
大会ホームページ：https://iapd2027.org
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第31回 IAPD 大阪大会 参加登録に関して

IAPD 2027大会組織委員会
会計担当　田中　晃伸

　第31回 IAPD 大阪大会までいよいよ　1　年となりました。大会の内容等に関しては他の先生方
に委ね、私が担当しております参加登録に関して書かせていただきます。
　私ごとになりますが、初めて国際学会に参加させていただいたのは2013年の IAPD Seoul 大
会でした。以来、専門医の看板を掲げている以上できる限り参加するようにしております。と
はいえ、国際学会への参加は、やはり地方の一開業にとって現在もなお色々な面でハードルが
高く、決して身近なものではありません。
　その理由として、あくまでも個人の意見でありますが、以下の三つの壁があるように考えて
おります。
　1　. 渡航移動を含めたスケジュールの壁
　2　. 語学の壁
　3　. 参加登録費の壁
ではないでしょうか！？
　さて、36年ぶりに国内で IAPD が開催される訳ですが、そもそも日本人の参加が困難であれ
ば国内開催の意義はなく、日本に誘致した努力も報われないことになります。せっかく日本で
の開催ですので是非数多くの会員の皆様に参加していただきたいと願っております。
　そこでその “壁”、特に　3　. 参加登録費の壁を考えたいと思います。国際学会に参加経験の多
い方はご存知だと思いますが、過去の IAPD におきましても図　1　に示すように、Member と
Non Member の違いや登録時期の違いによっても大きく変わります。最も登録費が低いのは
【Member＋Early Registration（図　1　黄色部）】であります。
　近々の大会におきましては、昨年の第30回南アフリカ大会では€680、日本円に換算しますと
約130,000円相当になり、私などが参加する国内学会と比較できない程の登録費が常識でありま
す。なおそれさえも、必ず IAPD に入会していることが条件となります（＊後に記載）。

　今回の第31回の大会に関しては、IAPD 側と粘り強く交渉した結果、まず、国外 IAPD 会員
の登録費を€600（約110,000円相当）と低く設定することができました（図　2　）。

（図　1　） （図　2　）



－5－

　さらに、先に述べたように日本で開催する意義を重要視し、海外からの参加者とは別に、日
本小児歯科学会会員のための参加登録を設定し、【超早期登録】期間にて20,000円（＊ IAPD 会
員）という破格の登録費を設定することにしました（図　3　）。また、特筆すべきことは、将来
の学会を担う若き大学院生に関して5,000円（＊ IAPD 会員）と設定している点であります。
　ただし、この【超早期登録】は、記載している通り、IAPD 会員であることが必須です。
IAPD に未入会の方は、登録に先立ち IAPD への入会手続きが必要です。

　この日本の会員の登録費設定に至るまでには、仲野和彦大会長を筆頭に大会組織委員会とし
て本当に粘り強く交渉して参りました。全て日本小児歯科学会の会員のためでもあります。是
非、会員の皆様には超早期登録期間での登録をお願いいたします。
　登録手順に関しましては図　4　に示しますように、まず先行して IAPD 入会が必須です。現
在、IAPD の入会費用は　1　年会員であれば€60（約11,000円）となっておりますが、シニア（退
職者及び65歳以上）及び大学院生は　1　年会員が€30（約5,500円）と50%の割引があります。
　入会登録に関しまして、日本小児歯科学会の HP 上に、会員登録サポートページがあります
ので、是非、ご覧下さい。https://www.jspd.or.jp/medical_personnel/news/841/

（図　3　）
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　また、各地方会におきましても、会員登録サポー
トのブースを設置する予定です。上記の IAPD 入会
後、第31回 IAPD 大会の登録サイトにて参加登録を
お願いします。なお、この登録サイトの公開は10月
以降を予定しております。

　最後になりましたが、第31回 IAPD 大阪大会の終了直後に同じ会場におきまして、第65回日
本小児歯科学会大会（島村和宏大会長）が開催されます。第65回大会のみに参加される先生方
もおられると思いますが、今回は IAPD への参加登録で、第65回大会にも参加が可能です（図　
5　）。

　さらに IAPD 大会においては、同時通訳も予定されております。是非、多くの会員にご参加
いただき、大会を盛り上げていただければ幸いです。何卒、宜しくお願い申し上げます。

（図　4　）

（図　5　）
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　令和　8　年11月22日（日）神戸芸術センターにおいて第45回日本小児歯科学会近畿地方会大会

を開催させていただきます。大会長を拝命しました神戸臨床小児歯科研究会会長・坂田小児歯

科院長の坂田滋です。今回の大会は中部地方会・中四国地方会・近畿地方会の　3　地方会が合同

で開催する運びとなりました。通常よりも多くの方が集まり賑わう大会になることと思いま

す。テーマは《つながる、広がる、小児歯科の世界》です。現在の準備状況としましては　2　度

の Zoom 会議と現地視察を経て、意見交換を行い順調に進んでおります。

　大会内容ですが、

（1）シンポジウム「全身と口腔機能の関係について（仮）」岐阜大学教育学部教授の春日晃章

先生、矯正・小児ひまわり歯科院長の柿崎陽介先生、げんかい歯科医院院長の元開富士雄先生

の　3　名の先生方による討論会を予定しております。それぞれの視点からのご意見が伺える貴重

なシンポジウムになるのではないかと私も楽しみにしております。

（2）教育講演Ⅰ

「部隊指揮官・幕僚、防災監の視点で見た災害対策本部の課題―状況判断と情報活動―」

SONPO リスクマネジメント株式会社　クライシスマネジメントコンサルティング部　

顧問　田原　昭彦　氏

教育講演Ⅱ

「小児における床矯正を再考する」常盤矯正歯科医院　院長　常盤　　肇　先生

（3）ハンズオンセミナー　3　題、（4）口腔機能セミナー、（5）ランチョンセミナー　6　題、（6）

ポスター発表、（7）各地方会総会（小ホール　3　会場にて同時進行）、（8）商業展示など多彩な内

容となっております。今回はコデンタルの皆様にもご参加いただきたい講演、セミナー、展示

が出揃っております。認定歯科衛生士セミナーもこちらに含まれております。

　この機会に是非神戸へお越しいただき、様々な知識を得ていただきたいと思っております。

　また翌日11月23日には専門医・認定医セミナー・市民公開講座を予定しております。

　来年　6　月　2　日～　5　日には大阪大学仲野和彦教授が大会長を務めます第31回国際小児歯科学会

が大阪国際会議場（グランキューブ大阪）において開催されます。全国から歯科関連の方々が

関西へいらっしゃる機会が多くあるのですが、今回の　3　地方合同地方会が記憶に残る良いもの

になるよう私も微力ながらお役に立ちたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

2026年度日本小児歯科学会　3　地方合同地方会大会
第45回近畿地方会大会開催に向けて

第45回日本小児歯科学会近畿地方会大会
大会長　坂田　　滋
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2026年度日本小児歯科学会　3　地方会合同地方会大会のご案内
大会テーマ

『つながる、広がる、小児歯科の世界』

日　　　時：2026年11月22日（日）
会　　　場：神戸芸術センター
大　会　長：宮内　康範　先生（中部地方会）

坂田　　滋　先生（近畿地方会）
仲野　道代　先生（中四国地方会）

準備委員長：藤瀬多佳子　先生（朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座小児歯科学分野　講師）
海原　康孝　先生（大阪歯科大学歯学部小児歯科学講座　教授）
仲　　周平　先生（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小児歯科学分野　准教授）

大会事務局：日本小児歯科学会合同地方会大会事務局　担当：長谷川信乃
〒501-0296　岐阜県瑞穂市穂積1851
朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座小児歯科学分野
Tel：058-329-1130　Fax：058-329-1493
E-mail：godo3@alice.asahi-u.ac.jp

大 会 内 容
　1　）シンポジウム（中部担当）

「全身と口腔機能の関係について（仮）」（認定更新必須研修セミナー）
春日　晃章　先生（岐阜大学教育学部　教授）
柿崎　陽介　先生（矯正・小児ひまわり歯科　院長）
元開富士雄　先生（げんかい歯科医院　院長）

　2　）教育講演Ⅰ（中四国担当）
「部隊指揮官・幕僚、防災監の視点で見た災害対策本部の課題

―状況判断と情報活動―」
田原　昭彦　氏（SONPO リスクマネジメント株式会社

クライシスマネジメントコンサルティング部　顧問）

　3　）教育講演Ⅱ（近畿担当）
「小児における床矯正を再考する」
常盤　　肇　先生（常盤矯正歯科医院　院長）

　4　）ハンズオンセミナー　1　（中部担当）
「口腔機能を測ってみましょう（仮）」
水野　憲子　先生、福井　朝望　先生（朝日大学医科歯科医療センター）

　5　）ハンズオンセミナー　2　（中部担当）
「口腔機能発達支援（仮）」
中村ゆかり　先生他（計　4　名）、（岐阜県歯科衛生士会）
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　6　）ハンズオンセミナー　3　（中部担当）
「赤ちゃんのお口マッサージ（仮）」
松原まなみ　先生（朝日大学保健医療学部看護学科）
小松　　岳　先生（兵庫県立加古川医療センターリハビリテーション部）

　7　）口腔機能セミナー　1　
「口腔機能実地指導に関する研修」（認定医歯科衛生士セミナー）
（講師等、現在学会事務局で調整中）

　8　）ランチョンセミナー
（　2　部制で　6　講演予定）

　9　）ポスター発表
（　1　）一般演題
（　2　）専門医・認定医・認定歯科衛生士資格更新ケースプレゼンテーション

10）各地方会総会

11）商業展示

12）懇親会
2026年11月22日（日）18時～　ANA クラウンプラザホテル

13）専門医・認定医セミナー（中部・中四国担当）
2026年11月23日（月）午前中　講師選定中

14）市民公開講座（中部担当）
2026年11月23日（月）午前中　金岡　恒治　先生（早稲田大学スポーツ科学部　教授）

【　3　地方会合同地方会大会にご参加の皆さまへ】
　地方会大会の会期は11月22日（日）のみで
す。大会参加ポイントが必要な方は、22日（日）
に参加することが必要です。専門医・認定医セミ
ナー、市民公開講座が開催される23日（祝）は大
会会期外となるので、大会参加ポイントは付与さ
れません。ご注意下さい。
　また、大会参加ポイントを取得する際、従来用
いていたカードリーダーでの会員証の読み取りは
できません。OHASYS のマイページで QR 会員証
を表示して下さい。会場では QR 会員証を読み取
ります。

OHASYSログインページ
https://ohasys.net/login
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日本小児歯科学会近畿地方会　2025年度収支計算書
自　2025年　4　月　1　日
至　2026年　3　月31日

科目 予算額 決算額 差異 執行率 備考

Ⅰ．収入の部

　事業収入

　　大会収入 3,000,000 3,792,148 792,148 126% 地方会大会収入合計（近畿地方会事務局準備金を含む）

　　広告収入 0 60,000 60,000

　寄付金収入

　　寄付金収入 0 0 0 0%

　雑収入

　　受取利息 500 5,464 4,964 1093%

　　雑収入 0 0 0 0%

当期収入合計A 3,000,500 3,857,612 857,112 129%

本部からの補助金 900,000 943,500 43,500 105%

前期繰越収支差額 3,484,647 3,484,647 0 100%

収入合計B 7,385,147 8,285,759 900,612 112%

Ⅱ．支出の部

　事業費

　　会誌刊行費 200,000 564,649 364,649 282% 会誌・ニュースレター等

　　大会補助金 500,000 500,000 0 100% 地方会大会への補助金

　　大会事業費 3,000,000 2,945,789 －54,211 98% 地方会大会支出合計

　管理費

　　各種委員会費 0 0 0

　　本部会議費 100,000 74,375 －25,625 74% 役員会開催費・出張費・慶弔費等

　　事務費 1,500 4,595 3,095 306% 印刷費・通信費・消耗品等

　　ホームページ運用費 0 0 0

　　雑費 0 0 0

　特別支出

　　寄付金支出 0 0 0

　予備費

　　予備費 0 0 0

当期支出合計C 3,801,500 4,089,408 287,908 108%

当期収支差額A－C －801,000 －231,796 569,204 29%

次期繰越収支差額B－C 3,583,647 4,196,351 612,704 117%
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日本小児歯科学会近畿地方会　2026年度収支予算書
自　2026年　4　月　1　日
至　2027年　3　月31日

科目 予算額 備考

Ⅰ．収入の部

　事業収入

　　大会収入 3,000,000 地方会大会収入合計

　　広告収入 60,000

　寄付金収入

　　寄付金収入 0

　雑収入

　　受取利息 5,000

　　雑収入 0

当期収入合計A 3,065,000

本部からの補助金 900,000

前期繰越収支差額 4,196,351

収入合計B 8,161,351

Ⅱ．支出の部

　事業費

　　会誌刊行費 600,000 会誌・ニュースレター等

　　大会補助金 500,000 地方会大会への補助金

　　大会事業費 3,000,000 地方会大会支出合計

　管理費

　　各種委員会費 0 委員会関係の支出

　　本部会議費 100,000 役員会開催費・出張費・慶弔費等

　　事務費 5,000 印刷費・通信費・消耗品等

　　ホームページ運用費 0

　　雑費 0

　特別支出

　　寄付金支出 0

　予備費

　　予備費 0

当期支出合計C 4,205,000

当期収支差額A－C －1,140,000

次期繰越収支差額B－C 3,956,351
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第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会 開催報告

第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会
大会長　海原　康孝

　第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会お

よび総会が、令和　7　年11月30日、大阪府立男

女共同参画・青少年センター（ドーンセン

ター）にて開催されました。「今を生きる子

どもたちに贈りたい小児歯科」をメインテー

マに掲げ、晩秋の穏やかな気候の中、会員や

多職種の皆様など計361名の方々にご来場いた

だきました。

【講演プログラムの詳報】

　本大会では、学問と臨床の一体的発展を目指し、現代の小児歯科が直面する課題を反映した

多彩なプログラムを企画いたしました。

・教育講演： 益田慎先生による「嚥下の発達からみた脳性麻痺・ダウン症・ASD 児の摂食嚥

下」では、神経系や呼吸調整の観点から包括的な示唆をいただきました。鈴木淳司先生には

「開業歯科医院の小児在宅歯科診療への取り組み」と題し、地域に根差した「1.5次診療所」

としての新たな機能についてご提示いただきました。

・研修セミナー・市民公開講座：認定歯科

衛生士セミナーでは苅部洋行先生をお迎え

し、2025年　3　月発表の最新ガイドラインに

基づく小窩裂溝塡塞の技術的要点を解説い

ただきました。また、市民公開講座では鳥

羽和久先生が思春期心性をテーマに講演さ

れ、医療者のみならず保護者や教育関係者

にとっても実りある場となりました。
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・ランチョンセミナー：大川玲奈先生によるバイオアクティブ効果を期待した予防処置のパラ

ダイムシフト、および村井雄司先生による口腔機能発達不全症へのアプローチという、臨床

の最前線をゆく　2　つのテーマが扱われ、いずれも満席の盛況となりました。

【一般発表および表彰】

　一般展示発表では計25演題において熱心な議論が交わされました。厳正な審査の結果、大会

優秀発表賞は、落合まりん先生（大阪大学）、髙木美里先生（大阪大学）、石橋淳先生（いしば

し小児・矯正歯科クリニック）の　3　名に授与されました。また、落合先生は松風スチューデン

トアワードも併せて受賞されました。

　本大会の成功は、ご講演いただいた先生方をはじめ、座長、準備委員、協賛企業の皆様、そ

して運営を支えてくださったスタッフの方々のご尽力の賜物です。ここに深く感謝申し上げま

すとともに、令和　8　年11月22日（日）に中部・中四国地方会と合同で開催される第45回大会へ

の継続的なご参加をお願い申し上げ、報告とさせていただきます。
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　この度、第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会での「上顎左側犬歯部に集合性歯牙腫を認
めた　1　例」の発表に対し、優秀発表賞をいただき、大変光栄に存じます。
　本症例では、上顎左側乳犬歯の歯肉の膨隆および 合痛を主訴にデンタルエックス線写真を
撮影したところ、同歯口蓋側に歯様の硬組織を認めたため、浸潤麻酔下で摘出を行いました。
歯牙腫が乳歯の位置異常の原因となった本症例を通し、低年齢時から定期管理を行うことの重
要性を改めて認識することができました。
　最後になりましたが、本症例発表を行うにあたり多大なるご指導を賜りました仲野和彦教授
をはじめとする大阪大学大学院歯学研究科小児歯科学講座の先生方に深く御礼申し上げます。

第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会 大会優秀発表賞

上顎左側犬歯部に集合性歯牙腫を認めた　1　例
大阪大学大学院歯学研究科小児歯科学講座

髙木　美里

第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会 大会優秀発表賞・松風スチューデントアワード
歯限局型低ホスファターゼ症患者において

骨症状の出現を認めた　1　例
大阪大学大学院歯学研究科小児歯科学講座

落合まりん

　この度、第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会での「歯限局型低ホスファターゼ症患者に
おいて骨症状の出現を認めた　1　例」の発表に対し、優秀発表賞ならびに松風スチューデントア
ワードを頂き大変光栄に存じます。
　本症例では、乳歯早期脱落から低ホスファターゼ症の早期診断に至り、　1　歳から医科での成
長管理を受けることによって、14歳時に出現した骨症状に対して早期に対応することができま
した。本症例を通して、歯科領域での気づきから低ホスファターゼ症の早期診断に繋げ、小児
科医の管理下におくことの重要性が示されました。この症例を通して得た知見を今後の臨床に
も活かしていきたいと思います。
　最後になりましたが、本症例における診療および症例発表を行うにあたり多大なるご指導を
いただきました仲野和彦教授をはじめとする大阪大学大学院歯学研究科小児歯科学講座の先生
方に深く御礼申し上げます。



－15－

第44回日本小児歯科学会近畿地方会大会 大会優秀発表賞

歯牙腫摘出後，近隣部に過剰歯の発生を認めた　1　例
いしばし小児・矯正歯科クリニック（京都府）

石橋　　淳

　この度は優秀発表賞を頂き、大変光栄で嬉しく存じます。本発表は歯牙腫摘出後16ヶ月経過
してから近隣部に過剰歯の発生を認めた、という症例報告です。これまで歯牙腫や過剰歯に遭
遇することは何度かありましたが、時期を異にして併発する症例は経験がなく、調べ始めたこ
とが今回の発表に繋がりました。歯牙腫の取りこぼしや過剰歯の見落としがないよう、デンタ
ルなどの資料を揃えておいたことが臨床の振り返りの際の大きな助けとなり、資料採得の重要
性を再認識した症例でした。本発表に際し、多大なるご指導を賜りました大阪歯科大学阿部洋
子先生をはじめ、学会場でご意見を頂戴した多くの先生方に心より感謝申し上げます。

第65回日本小児歯科学会大会
大会テーマ　　｢子どもたちのためにつながろう」
大 会 期 日　　2027年　6　月　5　日（土）・　6　日（日）
会　　　場　　グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場）

〒530-0005　大阪府大阪市北区中之島　5　-　3　-51
https://www.gco.co.jp/visitor/access/

大　会　長　　島村　和宏
（奥羽大学歯学部成長発育歯学講座小児歯科学分野　教授)

実行委員長　　神庭　優衣
（奥羽大学歯学部成長発育歯学講座小児歯科学分野　講師）

近畿地方会県別会員数（Ｒ　8　年　6　月現在）

正会員 準会員 学生会員 名誉会員 単年度会員 賛助会員 会員数合計 専門医指導医 専門医(指導医を含む) 認定医 認定歯科衛生士

滋 賀 36 1 0 0 0 0 37 1 7 1 2
京 都 65 10 0 0 1 2 78 1 12 1 1
大 阪 347 36 0 2 0 6 391 18 70 8 16
兵 庫 152 20 0 2 0 0 174 4 35 2 3
奈 良 37 7 0 0 0 0 44 1 4 1 1
和歌山 19 1 0 0 0 0 20 0 3 0 1
合 計 656 75 0 4 1 8 744 25 131 13 24

全 国 4,435 533 11 37 18 36 5,070 221 1,054 109 151



－16－

第67回韓国小児歯科学会大会に参加して

大阪大学大学院歯学研究科小児歯科学講座
末廣　雄登

　令和　8　年　4　月25～26日に韓国・ソウルにおいて、第67回韓国小児歯科学会大会が開催されま
した。会場は、ソウルの中心を流れる漢江（ハンガン）の南側に位置し、経済の中心地として
有名な江南（カンナム）エリア内の「Convention & Exhibition; COEX（コエックス）」という
韓国を代表する大型のコンベンション・センターで、周辺には大型ショッピングモールや映画
館などの商業施設も併設されており、多くの人が訪れていました。また、COEX 内には、観光
地としても有名なピョルマダン図書館があり、中央に聳え立つ書架に圧倒されました。

会場（COEX） 大型ショッピングモール ピョルマダン図書館

齊藤一誠先生の御講演 ポスター発表 企業展示

　本学会大会のテーマは BRIDGING GENERATIONS, SHAPE THE FUTURE、「世代をつな
ぎ、未来を形づくる」であり、学会　1　日目の25日には口頭発表ならびにポスター発表の他、小
児歯科学分野における様々な特別講演が行われ、朝日大学の齊藤一誠先生が口腔機能の最新の
臨床研究結果に関するご講演をされました。また、13名の日本の先生方がポスター発表を行
い、海外の先生方と熱い議論を交わしていました。小児歯科領域における行動管理や予防歯科
などに関する最新の議論が活発に行われていた点が特に印象的でした。また、企業展示では、
多くの企業が出展しており、海外の歯科材料についても学ぶことができました。
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　企業展示の一画をお借りして、2027年に大阪で開催される予定の国際小児歯科学会（IAPD）
のプロモーションブースを設定いたしました。さらに、IAPD 2027大会長の仲野和彦先生が会
場の演壇に立ち、IAPD 2027大会のプロモーションを行いました。プロモーションの後、海外
の先生方が日本からの参加者に対して IAPD 2027大会を楽しみにしていると声をかけてくだ
さっていたのが大変印象的であり、強く心に残る出来事となりました。　1　日目の最後には会場
近くのお店で懇親会が開催され、海外の先生方とサムギョプサルを堪能しました。　2　日目の26
日には韓国の先生方による特別講演やシンポジウムが行われ、これまでの研究成果や未来の小
児歯科に関する議論が行われました。

ソルロンタン カンジャンケジャン ご縁を IAPD 2027へ

IAPD 2027プロモーションブース IAPD 2027プロモーション 懇親会

　学会期間中、会場近くの飲食店でソルロンタン（牛骨スープ）やカンジャンケジャン（ワタ
リガニの醤油漬け）など、多様な韓国料理を堪能することができました。韓国料理といえば辛
い料理が多いイメージでしたが、どちらの料理も辛さは控えめで、いずれも大変美味でした。
今回ご紹介した料理以外にも韓国には美味しい料理が多いので、機会があれば訪問されること
をお勧めいたします。

　この度の韓国小児歯科学会大会を通して、診療や研究に関する海外の考え方や最新の知見を
得ることができ、物事を多面的に捉えることの重要性を再認識するとともに大変刺激を受けま
した。この貴重な経験を今後の診療や研究の発展につなげ、日本国内の先生方にも広く伝えて
いくことが重要であると感じました。また、本学会大会で多くの先生方とつながることができ
ました。本学会で得られた国際的なつながりを、2027年大阪で開催予定の IAPD 大会へと発展
させていくことの重要性を強く認識しました。このご縁を来たる IAPD 2027大会につなげてい
くことができればと思います。
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　　3　地方会合同で行われる第45回日本小児歯科学会近

畿地方会大会は神戸の新神戸で開催されます。一昨年

の第43回大会と同じ神戸芸術センターが会場ですが、

まだまだ新神戸近辺には知られざるおすすめスポット

が点在しています。会場の新神戸からほど近い、地元

神戸のとっておきをご紹介するので、地方会大会の合

間に寄り道してはいかがですか？

①　パンとエスプレッソと異人館

　神戸で異人館巡りをするなら、公開している異人館を見学するのも良いです

が、ここでゆったり寛ぐのがおすすめです。異人館の中で過ごす特別な時間は

神戸ならでは。朝食も提供しているので、神戸観光のスタートにぴったり。

②　スターバックス神戸北野異人館店

　ここはすでに連日多くの観光客が押し寄せており、すでに観光名所になって

います。ただ、ここも異人館を実際に感じられるおすすめスポットです。先の 

“パンと・・・” から歩いてすぐなので、併せて訪れてはどうでしょうか。

地元のとっておき　～ 会場周辺の “ツウ” な寄り道ガイド ～

石井　信行（兵庫県）
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③　SOLA CAFE

　新神戸駅から散歩道を登っていくと待っているのは洗練された素敵なカ

フェ。緑溢れる空間で、眼下には神戸の街並み。街の喧騒から離れてリフレッ

シュするにはうってつけです。山と海が近い神戸の良さを感じて下さい。

④　おんたき茶屋

　新神戸駅から急坂と階段を15分ほど登ると布引の滝。そのすぐ先にある山中

の茶屋です。登るのは少々きついですが、名物は湯豆腐とおでん。紅葉の季節

は本当に絶景。神戸市内随一の紅葉の名所と言っても過言ではありません。

⑤　トミーズ三宮東店

　神戸土産は数々ありますが、個人的なイチ押しは、テレビでもたびたび紹介

されるトミーズの “あん食”。ずっしり餡が詰まった食パンは、ほどよい甘み

で老若男女問わずおすすめです。阪急三宮駅西口近くには三宮店もあります。
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令和　8　年　7　月　1　日　印刷
令和　8　年　7　月15日　発行

発行者　公益社団法人　日本小児歯科学会近畿地方会
広報委員会

印刷所　日昌印刷（株）

日本小児歯科学会近畿地方会 HP
https://jspd-kinki.umin.jp

●編集後記
IAPD 2027大阪大会の開催まで、いよいよ　1　年を切りました。魅力的なプログラムの準備が進む中、注

目は「AI 同時通訳」の導入です。文字と音声によるリアルタイムの翻訳は、かつて高かった“英語の壁”を
打ち破ろうとしています。AI の進化に驚嘆する一方、人間の領域を凌駕していく未来に一抹の恐怖を覚え
るのも事実です。実はこの編集後記も AI で最終校正しています。これからの技術発展への期待を胸に、
私たち自身も時代の変化を楽しみながら、近畿地方会一丸となって IAPD 2027大阪大会を盛り上げていき
ましょう。 （Ｎ.Ｉ）

《住所変更（会誌送付先の変更）方法》
　住所変更を含む会員情報の変更は、OHASYS の
マイページから各自変更を行って下さい。

OHASYSログインページ
https://ohasys.net/login

《日本小児歯科学会近畿地方会》
2026年度役員名簿

会　　長（常任幹事）　佐々木秀和
副　会　長（常任幹事）　原田　京子　・　岡本　篤剛
常任幹事　　仲野　和彦　・　海原　康孝
会　　計　　大川　玲奈　・　増田　勝彦
庶　　務　　石井　信行　・　佐々木有美
監　　事　　池尾元三朗　・　春木　隆伸
顧　　問　　嘉ノ海龍三　・　梶本祐一郎　・　樂木　正実
歯科衛生士会　　永井るみこ
大　　学　　阿部　洋子　・　門田　珠実　・　末廣　雄登　・　園本　美惠
滋　賀　県　　野村　信人
京　都　府　　石橋　　淳　・　桑原　茂久　・　杉本　勘太　・　仲岡　佳彦
奈　良　県　　生野　伸一　・　中川　佳昭　・　林　　昌司　・　松下　　標
和歌山県　　沖殿ちひろ　・　金尾　貴子　・　金尾　好章　・　田岡　郁敏
大　阪　府　　淺田　匡彦　・　吾妻　昭夫　・　大西　智之　・　川口　　護

桒原　康生　・　新門　正広　・　副島　之彦　・　竹安　正治
中原　弘美　・　松尾　博之

兵　庫　県　　金澤　真亨　・　亀井有太郎　・　坂田　　滋　・　竹内　幸雄
徳永順一郎　・　徳永有一郎

名誉会員　　祖父江鎭雄　・　大嶋　　隆　・　嘉藤　幹夫　・　有田　憲司

＊今回、会報発行にお手伝い頂いた方々＊
佐々木秀和・仲野　和彦・田中　晃伸・末廣　雄登
坂田　　滋・大川　玲奈・海原　康孝・髙木　美里
落合まりん・石橋　　淳・田中純一郎・佐々木有美
西村　貴子・石井　信行 （敬称略）


